
 

様式第１号 

令和 3年 3月 29日 

 

広島県知事 殿 

 

〔設置者の名称〕 学校法人大原学園 

 

〔代表者の役職〕 理事長 〔代表者の氏名〕 中川 和久 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 広島情報 ITクリエイター専門学校 
大学等の種類 

（いずれかに○を付すこと） 
（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 広島県広島市中区東平塚町３－３０ 

学長又は校長の氏名 （校 長） 西村 幸夫 

設置者の名称 学校法人大原学園 

設置者の主たる事務所の所在地 東京都千代田区西神田一丁目 2番 10号 

設置者の代表者の氏名 （理事長） 中川 和久 

申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/ 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 

☑ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確認申請

書を提出します。 
 
□ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更新確認

申請書を提出します。 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大学等修

学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者として認定し、そ

の授業料及び入学金を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業するま

での間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取り消さ

れたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、減免対象者が

卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免する義務があること

を承知しています。 

https://www.o-hara.ac.jp/about/joho/


  

 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号及び第４

号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 西村 幸夫 082-249-8000 yukio.nishimura@mail.o-hara.ac.jp 

第２号の１ 西村 幸夫 082-249-8000 yukio.nishimura@mail.o-hara.ac.jp 

第２号の２ 西村 幸夫 082-249-8000 yukio.nishimura@mail.o-hara.ac.jp 

第２号の３ 西村 幸夫 082-249-8000 yukio.nishimura@mail.o-hara.ac.jp 

第２号の４ 西村 幸夫 082-249-8000 yukio.nishimura@mail.o-hara.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これらの書

類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異なることに注意

してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の基準数相

当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定める単

位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映することができ

る組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
□ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定める単

位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 

学校名 広島情報 ITクリエイター専門学校 

設置者名  学校法人大原学園 
 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 29,328,213,028円 24,281,828,303円 5,046,384,725円 

申請２年度前の決算 27,854,625,425円 23,684,324,375円 4,170,301,050円 

申請３年度前の決算 27,142,698,734円 24,273,740,705円 2,868,958,029円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 22,512,100,392円 13,476,138,739円 9,035,961,653円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 

収容定員(E) 在学生等の数(F) 
収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 人 人 ％ 

前年度 人 人 ％ 

前々年度 人 人 ％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 
○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の名称 資産の内容 
申請前年度の決算に 

おける金額 

   

   

   

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の名称 負債の内容 
申請前年度の決算に 

おける金額 

   

   

   

   

   

   

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１－①

を用いること。 
 

学校名 広島情報 ITクリエイター専門学校 
設置者名 学校法人大原学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験の 

ある教員等に

よる授業科目

の単位数又は

授業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業 

専門課程 

情報 IT学科 
夜 ・

通信 
420時間 160 時間  

クリエイター学科 
夜 ・

通信 
630時間 160 時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校法人は、

この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いること。 
 

学校名 広島情報 ITクリエイター専門学校 
設置者名 学校法人大原学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常

勤の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 現職：司法書士事務所所長 
2019.4.1～ 

2023.3.31 

法人運営における

法務的な検証管理 

非常勤 
現職：Webデザイン・システム

開発・印刷関連企業代表 

2019.4.1～ 

2023.3.31 

学生募集、教材開

発への助言 

非常勤 前職：不動産関連企業代表 
2019.4.1～ 

2023.3.31 

校舎等学習環境の

整備への助言 

（備考） 

 

  

https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/officer_list.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 広島情報 ITクリエイター専門学校 

設置者名 学校法人大原学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準

その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

以下の事項について、毎年 12 月に全教員による改善等を検討する会議を実施し、決定した内容

を授業計画書に記載する。 

（１） 授業の基本情報（授業科目、実務家教員授業、学科、履修年次、科目区分、授業方法 

        授業時間/単位、授業コマ数） 

（２） 授業概要 

（３） 授業の進め方 

（４） 達成目標 

（５） 教科書 

（６） 授業計画 

（７） 成績評価方法 

授業計画書の作成・公表時期に関しては、上記会議を経て 1月に作成を開始し、3 月下旬にホー

ムページにて公表する。 

授業計画書の公表方法 － 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修

成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定していること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

（１） 学業成績 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業内に

行う効果測定、課題の提出等に加えて、出席状況等の学習姿勢も考慮して評価する。 

（２） 学業成績の判定 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０点以上、 

優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満とし、秀、優、

良、可は合格、不可は不合格とする。 

判定は校長及び教務管理者において厳正に審議する。 

学業成績の判定及び評価、成績証明書の表記は、下記の表のとおりとする。 

判定 評価点 成績評価 成績証明書表記 

合格 100点～90点 秀 秀 

89 点～80点 優 優 

79 点～70点 良 良 

69 点～60点 可 可 

不合格 60 点未満 不可 非表示 

（３） 単位の授与 

授業科目を履修し、各科目の成績を判定のうえ、秀、優、良、可を取得した者には所定

の単位を与える。 

（４） 学生への明示 

学業成績及び学業成績の判定については、学則を始めとして、オリエンテーション等で 

学生に明示する。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
（１）指標 

成績評価における客観的な指数として、GPA（Grade Point Average）を用いる。 

（２）成績評価と GP 

    授業科目の成績は、下記の 5 種で表すと共に、それぞれの評価に対して、下記の 

    表のとおり GP（Grade Point）を与える。      

成績評価 GP 評価点 備考 

秀 5 100点～90点  

優 4 89 点～80点  

良 3 79 点～70点  

可 2 69 点～60点  

不可 0 60 点未満  

認定   対象外 

（３）GPA算出方法 

（科目の単位数×当該科目で付与された GP）の合計 

      GPA＝ 

履修科目の単位数の合計 

※小数点第 3 位を四捨五入する 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
－ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
卒業の認定は、下記の表のとおり学科ごとに規定する修業年限以上在学し、学科ごとに 定め

る授業時間数以上履修し、かつその該当する所定の授業科目及び単位数を修得し、 最終学年

の終わりに実施する卒業判定委員会において、卒業審査に合格した者について 校長が行う。 

学科 修業年限 授業時間数 単位数 

情報 IT学科 2 年 1,700 時間以上 62 単位以上 

クリエイター学科 2 年 1,700 時間以上 62 単位以上 

本校では、学則に教育目的として「情報工学、情報技術、並びにこれらのビジネスに関する

教育を施し、人格の陶冶を行い、もって有為な産業人を育成することを目的とする。」を掲げ

て教育を行っている。 

情報処理、ゲームプログラミング、CG・映像制作、Ｗｅｂデザインに関する専門的な 

知識、技能を養成するとともに、社会人として求められる基礎力、思考、言動について 

もバランスよく身につけた人材を育成すること、また、社会全体、各産業界における課 

題を見つけ出し、自らもその一員としての自覚を持ち貢献できる人材を育成することを 

目的として教育カリキュラムを編成し、指導に当たっている。 

 

ディプロマポリシーとして卒業時点で身につけている能力を以下のとおり定める。 

① 社会で守るべき倫理や責任を理解している。 

② 各学科の教育課程に示す専門的な知識、技能を身につけている。 

③ 教育課程に示す知識・技能を身につけるために自ら学ぶ姿勢を身につけている。 

④ 他者と協力し物事を成し遂げる姿勢と、そのために必要な表現力を身につけている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
－ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４－①

を用いること。 
学校名 広島情報 ITクリエイター専門学校 

設置者名 学校法人大原学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https:/www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/2019/financial- overview.pdf 

収支計算書又は損益計算書 https:/www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/2019/financial- overview.pdf 

財産目録 https:/www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/2019/financial- overview.pdf 

事業報告書 https:/www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/2019/financial- overview.pdf 

監事による監査報告（書） https:/www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/pdf/2019/financial- overview.pdf 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

（A）情報 IT学科 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 専門課程 情報 IT学科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 
1,700単位時間 

／単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

－単位時間／－単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 －人 －人 －人 －人 －人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

以下の事項について、毎年 12 月に全教員による改善等を検討する会議を実施し、決定した内容

を授業計画書に記載する。 

（１）授業の基本情報（授業科目、実務家教員授業、学科、履修年次、科目区分、授業方法 

           授業時間/単位、授業コマ数） 

（２）授業概要 

（３）授業の進め方 

（４）達成目標 

（５）教科書 

（６）授業計画 

（７）成績評価方法 

授業計画書の作成・公表時期に関しては、上記会議を経て 1月に作成を開始し、 

3 月下旬にホームページにて公表する。 

 

成績評価の基準・方法 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
（１）学業成績 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業内に

行う効果測定、課題の提出等に加えて、出席状況等の学習姿勢も考慮して評価する。 



  

（２）学業成績の判定 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０点以上、 

優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満とし、秀、優、

良、可は合格、不可は不合格とする。 

判定は校長及び教務管理者において厳正に審議する。 

学業成績の判定及び評価、成績証明書の表記は、下記の表のとおりとする。 

判定 評価点 成績評価 成績証明書表記 

合格 100点～90点 秀 秀 

89 点～80点 優 優 

79 点～70点 良 良 

69 点～60点 可 可 

不合格 60 点未満 不可 非表示 

（３）単位の授与 

授業科目を履修し、各科目の成績を判定のうえ、秀、優、良、可を取得した者には所定の

単位を与える。 

（４）学生への明示 

学業成績及び学業成績の判定については、学則を始めとして、オリエンテーション等で 

学生に明示する。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（１） 卒業の認定は、下記の表のとおり学科に規定する修業年限以上在学し、学科に定める 

授業時間数以上履修し、かつその該当する所定の授業科目及び単位数を修得し、最終

学年の終わりに実施する卒業判定委員会において、卒業審査に合格した者について 

校長が行う。 

修業年限 授業時間数 単位数 

2年 1,700時間以上 62単位以上 

    ※修業年限の 2倍を超えて在籍することはできない。 

（２）進級の認定は、下記の表のとおり学科の 1年次において定める授業時間の履修及び 

   単位の修得を行い、かつ出席状況等の学習姿勢も考慮のうえ、2月に実施する進級 

判定委員会にて審査を行う。    

年次 授業時間数 単位数 備考 

1年 800時間以上 30単位以上 出席状況等の学習姿勢も考慮 

 

 情報 IT学科のディプロマポリシー 

 ディプロマポリシーとして卒業時点で身につけている能力を以下のとおり定める。 

① 情報 IT業界に求められる基本的なスキルを身につけている。 

② 業務上のコミュニケーションに必要な知識、技能を身につけている。 

③ 新たな技術の進化に対応するため自ら学ぶ力を身につけている。 

 

学修支援等 

（概要） 

（１） 分野に精通した専門家を講師に配置し、希望資格の取得及び希望試験に合格させ、 

かつ即戦力として活躍できる専門知識を修得させる。 

（２） 全国展開の学校で、各地域の公務員試験の情報の獲得や求人票の閲覧ができる。 

（３） クラス担任制をとり、保護者に成績、学習態度、出席状況等の報告を適宜行い、保護

者と一体となって学生を育成する。 

（４） 最新の設備を備えた校舎で、快適な学びの空間を提供する。 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 



  

（B）クリエイター学科 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 専門課程 クリエイター学科 － － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 
1,700単位時間 

／単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

－単位時間／－単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 －人 －人 －人 －人 －人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

以下の事項について、毎年 12 月に全教員による改善等を検討する会議を実施し、決定した内容

を授業計画書に記載する。 

（１）授業の基本情報（授業科目、実務家教員授業、学科、履修年次、科目区分、授業方法 

           授業時間/単位、授業コマ数） 

（２）授業概要 

（３）授業の進め方 

（４）達成目標 

（５）教科書 

（６）授業計画 

（７）成績評価方法 

授業計画書の作成・公表時期に関しては、上記会議を経て 1月に作成を開始し、 

3 月下旬にホームページにて公表する。 

 

成績評価の基準・方法 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
（１）学業成績 

学業成績は、授業科目ごとに行う定期試験のほか、授業科目により中間試験や授業内に

行う効果測定、課題の提出等に加えて、出席状況等の学習姿勢も考慮して評価する。 

（２）学業成績の判定 

学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを表し、秀は９０点以上、 

優は８０点以上、良は７０点以上、可は６０点以上、不可は６０点未満とし、秀、優、

良、可は合格、不可は不合格とする。 

判定は校長及び教務管理者において厳正に審議する。 

学業成績の判定及び評価、成績証明書の表記は、下記の表のとおりとする。 

判定 評価点 成績評価 成績証明書表記 

合格 100点～90点 秀 秀 

89 点～80点 優 優 

79 点～70点 良 良 

69 点～60点 可 可 

不合格 60 点未満 不可 非表示 

（３）単位の授与 

授業科目を履修し、各科目の成績を判定のうえ、秀、優、良、可を取得した者には所定の

単位を与える。 

（４）学生への明示 

学業成績及び学業成績の判定については、学則を始めとして、オリエンテーション等で 

学生に明示する。 



  

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

（１） 卒業の認定は、下記の表のとおり学科に規定する修業年限以上在学し、学科に定める 

授業時間数以上履修し、かつその該当する所定の授業科目及び単位数を修得し、最終

学年の終わりに実施する卒業判定委員会において、卒業審査に合格した者について 

校長が行う。 

修業年限 授業時間数 単位数 

2年 1,700時間以上 62単位以上 

    ※修業年限の 2倍を超えて在籍することはできない。 

（２）進級の認定は、下記の表のとおり学科の 1年次において定める授業時間の履修及び 

   単位の修得を行い、かつ出席状況等の学習姿勢も考慮のうえ、2月に実施する進級 

判定委員会にて審査を行う。    

年次 授業時間数 単位数 備考 

1年 800時間以上 30単位以上 出席状況等の学習姿勢も考慮 

 

 クリエイター学科のディプロマポリシー 

 ディプロマポリシーとして卒業時点で身につけている能力を以下のとおり定める。 

① 業界に求められる基本的なスキルを身につけている。 

② 業務上のコミュニケーションに必要な知識、技能を身につけている。 

③ 新たな技術の進化に対応するため自ら学ぶ力を身につけている。 

 

 

学修支援等 

（概要） 

（１） 分野に精通した専門家を講師に配置し、希望資格の取得及び希望試験に合格させ、 

かつ即戦力として活躍できる専門知識を修得させる。 

（２） 全国展開の学校で、各地域の公務員試験の情報の獲得や求人票の閲覧ができる。 

（３） クラス担任制をとり、保護者に成績、学習態度、出席状況等の報告を適宜行い、保護

者と一体となって学生を育成する。 

（４） 最新の設備を備えた校舎で、快適な学びの空間を提供する。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（主な就職、業界等） 

（就職指導内容） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（備考）（任意記載事項） 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  人 人  ％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

情報 IT学科 200,000円 700,000円 260,000円 その他の内訳（全学科共通） 

 教材費（ 80,000 円） 

 維持費（180,000 円） 
   

クリエイター学科 200,000円 700,000円 260,000円 

    

    

修学支援（任意記載事項） 

学費支援制度：以下に該当する者に対して、入学金・授業料の全額又は一部免除の実施。 

・特別奨学生試験（面接又は筆記試験）での成績優秀者 

・本学指定の資格取得者 

・本学指定のクラブ在籍者 

・本学主催のコンクールでの成績優秀者 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

2022年度末までに評価を確実に公表する。 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

当校の教育理念に基づき実践的な教育ができているか、教育を実現するために必要な環境が整 

っているかにつき、学校関係者評価委員を設置して下記評価項目（案）から評価する。委員よ 

り評価いただき、結果をホームページで公表する。課題の残る評価結果については、管理職主 

導で改善計画を策定し、次年度以降の学校運営に反映させ改善を図る。 

評価委員の構成 

 定員数：5 名 

委員の選出区分：高等学校関係者 1 名、企業関係者 2名、卒業生（系列校）1名、保護者 1 名 

評価項目（案） 

（1）理念・目的・育成人材像 （2）学校運営 

（3）教育活動        （4）学修成果 

（5）学生支援        （6）教育環境 

（7）学生募集        （8）財務 

（9）法令等の遵守      （10）社会・地域貢献 

学校関係者評価の委員 

2022 年度末までにその結果を公表するために委員の選任を行う。 

所属 任期 種別 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

2022年度末までに評価を確実に公表する。 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 


